
２２ もやもや病

MRIまたはMRAで診断した場合、
キーフィルムの提出が必須です。

特記事項に診断方法および検査日についての記載をお願いします。

脳血管造影で診断した場合は、添付書類は不要です。
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（例）令和3年7月1日 脳血管造影により診断。
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２２ もやもや病②

手術適応者とは、以下のとおりです。
１．虚血発症例
２．出血発症例
３．SPECT や PET などにより術前の脳循環代謝

を評価し、障害が認められる症例

整合性が確認できない場合が散見されます。
各重症度分類に関連する項目を確認してください。

（例）
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２２ もやもや病③
3

P5

直近６か月以内に再発例に該当する例が対象です。

再発例の所見が直近６か月以上前の場合は重症度を

満たしません。


